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●本事業への取組みの経緯・目的

●実施内容

［事業類型］一般型

［対象類型］精密加工

株式会社 P.R.A

低コスト・短納期・高寿命を実現させた
高周波整合器の開発

　半導体業界はナノレベルの超微細な加工を行っており、技術力は年々進化を遂げています。進化に伴って装
置に求められる条件が厳しくなっておりました。高周波整合器は半導体での微細加工には欠かせない装置であ
り、微細加工時のプラズマプロセスには必ず必要なため、お客様の要求もどんどん高度となっております。国
内で使用されている高周波整合器はどれも海外製であり、サポートや購入が満足に受けられず、コストや納期
も非常にかかってしまいます。加えて販売当時から製品のグレードが変わらないため、現代の半導体業界の要
求には応えられなくなっております。そこで当社では高周波整合器を新たに国内生産し、現代のニーズに応え
てスペックを決定し、最新の電子部品を使用することで短納期・低コスト・長寿命を実現しました。

　現代の半導体製造の現場では、Trazar社製の高周波整合器が多く使用されています。当社で開発した高周波
整合器は、従来品のTrazar社の製品とそのまま置き換えが可能となるよう、外観は従来品と全く同じとなるよ
う製作いたしました。従来の製品に使われている基板は構成部品が非常に多く、熱や素子の磨耗による故障が
多く発生しております。さらに半導体業界の技術は日々進歩しており、Trazar社製の高周波整合器が開発され
た当時と現代では求められる定格が異なるため、現行の高周波整合器はどれも定格不足となっております。

事業実施の成果

今後の展望

　当社では国内で高周波整合器を生産することにより、輸送
費等の費用を抑えることができ、短納期での作業が可能とな
ります。加えて、Trazar社製の高周波整合器に使われてい
る基板は構成部品が非常に多く、熱や素子の磨耗による故障
が多く発生しております。さらに半導体業界の技術は日々進
歩しており、Trazar社にて高周波整合器が開発された当時
と現代では求められる定格が異なるため、現行の高周波整合
器はどれも定格不足となっております。当社製の装置では構
成部品を最小限に抑え、高い定格の部品を使用することで故
障原因を解消し、もし故障が発生した場合も部品交換等の修
理を容易に行うことが可能です。

　当社は半導体製造装置周辺機器の修理、特注を主たる業
務としてきましたが今までに培ってきた経験と技術を基に
ものづくりに挑戦しました。この高周波整合器だけでなく、
これからもものづくり補助金制度を活用して様々なユニッ
トの開発を進めていきます。

　現状、高周波整合器の既存製品に対応した互換機を市場に
提供しているベンダは見当たらず、業界においては初めての
試みといえます。高周波整合器の故障修理業としての競合他
社は多数ありますが、故障修理の経験（原因と対策）を形式
知としてデータベース化し、かつ互換機として開発・設計・
製造・販売までこなせるポテンシャルを持った競合他社は市
場が限られる中では今後とも出てきにくいと思われます。
　また、当社が開発するオリジナル高周波整合器の売り先は、
第一に従来から修理業務を受注している半導体メーカがあり
ますが、Trazar社を始めとした先行して高周波整合器を販
売する企業が存在することを考えますと、将来的には高品質
の高周波整合器を製造するだけでなく、新たな販路の開拓が
必要になると考えています。
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